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2017 NEAR実務者ワークショップ

開 会 の 辞

北東アジア地域自治体連合 事務次長　朴 贊 佑（パク・チャンウ） 

万物が蘇る春、爽やかな４月に「美しい島、済州」で2017 NEAR実務者ワークショップを開催

することができ、非常に嬉しく思います。

まず、NEAR会員自治体として本行事の準備に積極的にご協力いただいた済州特別自治道の元

喜龍（ウォン・ヒリョン）知事をはじめ、国際交流関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

また、NEARの発展に関心と愛情を持ち、貴重な時間を割いてご参加いただいた各会員自治体の

実務者の皆様に感謝申し上げます。

NEAR実務者ワークショップは、会員自治体間における情報交換、人的ネットワークの強化、

様々な行政経験の共有のために設けられています。また、NEARの活動成果と業務計画を各自治

体の国際交流関係者に紹介することでNEARの活動に対する理解を深めていただき、NEARがさら

に成長していくために必要な、最も基礎的な意見集約の場でもあります。

これまでの会員自治体実務者の皆様の積極的なご参加、ご意見はNEAR発展の基となってお

り、現在のNEARの地位確立に大きく寄与してきました。特に今回の実務者ワークショップで

は、前回の総会で決定された2018年度の会費制導入に係る後続措置と、分科委員会の活性化方

案について討議を行う予定です。

会費制の導入と分科委員会の運営活性化は、NEARが実質的な交流協力を通じて一歩進んだ国際

機構として位置づけられるための重要な課題です。皆様には、各自治体を代表して、NEARの発

展と会員自治体間の協力に向けた建設的で創意的な意見のご提示をお願いいたします。

会員自治体の実務者の皆様！

NEARの未来は、実務担当者の皆様に懸かっています。皆様の積極的なご参加が、北東アジア地

域の交流活性化、結束力強化、共同繁栄を切り開く礎となります。

最後に、本ワークショップ期間中には済州島の自然景観や歴史文化もご体験いただき、他の

自治体の参加者と交流することで、親密な関係を築いていただければ幸いです。

私達事務局では、皆様の意見に耳を傾け、今後の事業推進にこれらを繁栄していくよう最善の

努力を尽くしていきます。実務者ワークショップにご参加の皆様に改めて感謝を申し上げると

ともに、皆様のご健康、ご多幸を祈念いたします。

ありがとうございました。

歓 迎 の 辞

韓国・済州特別自治道知事   元 喜 龍（ウォン・ヒリョン）

皆様、こんにちは。

NEAR実務者ワークショップのため、済州にお越しいただいた会員自治体の皆様を心から歓迎し

ます。

平和と繁栄の北東アジア時代を切り開くため、地域間の交流協力にご尽力いただいている皆

様に感謝申し上げます。

済州で開かれる実務者ワークショップを通じて新たな協力課題が発掘され、強い信頼関係が

結ばれる貴重な機会になることを期待します。

済州は、2005年に韓国政府から「世界平和の島」として指定されました。

初の国際機構である国連訓練調査研究所（UNITAR）済州国際研究センターの誘致、先導的な自

治体南北交流協力事業、発展途上国との国際開発協力事業など、様々な平和実践事業を推進し

ています。

20年以上積み重ねてきた済州の平和インフラと潜在力は、北東アジアの平和と繁栄のための

非常に大切なエネルギーだと考えています。

また、済州が力を入れて推進しているクリーンエネルギー、電気自動車の普及を基盤とした

新たなエネルギーの生態系は、アジアにおけるエネルギーの平和と気候・環境問題を解決のた

めの肯定的なモデルとして提示されています。

今年で12回目を迎える「平和と繁栄のための済州フォーラム」は、アジアの平和と地域共同

体の建設に大きく寄与する議論の場であり、５月31日から６月２日まで開催します。

2007年にノーベル平和賞を受賞したアル・ゴア元米副大統領による、気候変動についての特

別講演をはじめ、世界を見る目と洞察力を広げることができる様々なプログラムを用意してい

ます。

皆様の多くのご関心、ご声援をお願いします。

北東アジアの協力・共同繁栄に向けたNEARの努力を熱く支持します。そして、済州で楽しく

安らかな時間をお過ごしください。

ありがとうございました。
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2017 NEAR実務者ワークショップ

□ 日程 

日 時 主要内容 備考

4/19
（水）

~18:00 登録、ホテルチェックイン ホテル１階ロビー

18:00~21:00 夕食 ホテル地下１階

4/20
（木）

07:00~08:30 朝食 ホテル地下１階

09:10~09:20 登録、済州道広報映像上映

09:20~09:30 NEAR広報映像上映

09:30~09:35 開会、参加者紹介 司会：NEAR事務局

09:35~09:40 開会挨拶（NEAR事務次長）

09:40~09:45 歓迎挨拶（済州特別自治道知事）

09:45~09:50 記念撮影

09:50~10:30 連合の主要活動報告

10:30~11:10 会員自治体の発表

11:10~11:20 コーヒーブレイク

11:20~12:30
主要議題討議Ⅰ
・分科委員会の調整について
・分科委員会規程の改定について

12:30~14:00 昼食 ホテル地下１階

14:00~15:40
主要議題討議Ⅱ
・会費の用途決定について

15:40~18:30 自由時間（市内散策等） 晩餐会場設営・準備

18:30~20:30 晩餐会

20:30~ 自由時間

4/21
（金）

07:00~09:00 朝食、チェックアウト ホテル地下１階

09:00~10:10 移動（ホテル →城山日出峰） 借上げバス

10:10~12:10 現地視察（城山日出峰） ユネスコ世界遺産

12:10~12:30 移動（城山日出峰 → 食堂） 借上げバス

12:30~13:40 昼食

13:40~15:00 移動（食堂 → ホテル） 借上げバス

15:00~ 送迎（ホテル → 済州空港）、参加者帰国 借上げバス

2017 NEAR実務者ワークショップ

□ 概要 

○期    間：2017年４月19日(水) ～ ４月21日(金), ２泊３日

○場    所：韓国・済州特別自治道 オリエンタル・ホテル（Oriental　Hotel）

○参加者数：約110名（５か国42自治体） ※事務局職員17名を含む

国名 参加会員自治体 参加者数

日本 ４自治体 10名

中国 ８自治体 20名

韓国 15自治体 31名

モンゴル 14自治体 24名

ロシア 1自治体 2名

計 42自治体 87名

○ 主催/主管：北東アジア地域自治体連合事務局

○ 主要内容

- 事務局の主要業務報告

- 分科委員会の活動報告

- 会員自治体の発表

- 主要議題討議

- 現地視察：城山日出峰（ソンサンイルチュルボン）
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2017 NEAR実務者ワークショップ
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□ セレンゲ県

□ 中央県

□ 世宗特別自治市

□ 済州特別自治道

通訳ブース

□ 座席配置図

入口

□ 発表者現況

区分 タイトル 発表者 自治体名 所属・役職

連合の
主要活動
報告

第11回NEAR総会結果報告 Puzynya Galina
ロシア・
イルクーツ

ク州

対外経済関係及び
地域協力局　局長

事務局の主要活動報告 朴志雄
NEAR

事務局
企画広報部

企画総務チーム長

海洋・漁業分科委員会 Xue Jiuming
中国・
山東省

海洋漁業庁
対外協力処長

エネルギー・気候変動分科
委員会

Wu Shaozhong
中国・
山西省

外事弁公室
主任

環境分科委員会 杉田 尚美
日本・
富山県

総合政策局
国際課　課長補佐

防災分科委員会 菱田 裕史
日本・
兵庫県

産業労働部国際局
国際交流課　主幹

教育・文化交流分科委員会 日下 純子
日本・
島根県

環境生活部
文化国際課　課長

会員自治
体の発表

湖南省（議長団体）の現況 Zeng Zhuoran
中国・
湖南省

友好協会弁公室
副主任

メディシティー大邱 Kwag Kab Yeal
韓国・

大邱広域市
医療ハブ造成課
医療観光チーム長

アジア・太平洋都市首脳会
議（APCS）

Lee Yong Jun
韓国・

大田広域市
国際交流担当官

事務官

2017堤川国際漢方バイオ
産業エキスポ

Kyeong Song Lim
韓国・
忠清北道

国際通商課
主務官

ホーチミン・慶州世界文化
エキスポ2017の開催

Jung Jin Woo
韓国・
慶尚北道

グローバル通商協力課
国際協力担当

第２回UCLG
世界文化首脳会議

Yang In Jeong
韓国・

済州特別自治道
平和対外協力課
国際交流担当

スフバートル県の現況
Ulaankhuu 
Narantuya

モンゴル・
スフバート

ル県

行政管理課
国際交流担当

主要議題
討議

分科委員会の調整について 李源春
NEAR

事務局
国際協力部長

分科委員会規程の
改定について

李源春
NEAR

事務局
国際協力部長

会費の用途決定について 朴志雄
NEAR

事務局
企画広報部

企画総務チーム長
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連合の主要活動報告
第11回NEAR総会結果報告 [ロシア・イルクーツク州]

事務局の主要業務報告 [NEAR事務局]

分科委員会の活動報告

- 海洋・漁業分科委員会 [中国・山東省]

- エネルギー・気候変動分科委員会 [中国・山西省]

- 環境分科委員会 [日本・富山県]

- 防災分科委員会 [日本・兵庫県]

- 教育・文化交流分科委員会　[日本・島根県]



2017 NEAR実務者ワークショップ

第11回NEAR総会結果報告

ロシア・イルクーツク州対外経済関係及び地域協力局局長

Puzynya Galina

尊敬する事務総長、そして本日ご参加の皆様。

イルクーツク州政府を代表してNEAR実務者ワークショップにご参加の皆様にお会いできて嬉しく思

います。まず、2015年から2016年までのNEAR議長団体の任務を無事に終えられるよう、信頼してい

ただいたNEAR事務局と会員自治体の皆様に感謝申し上げます。

2016年９月26日から29日まで、ロシア・イルクーツク市で第11回NEAR総会を開催しました。

総会には、中国、日本、韓国、モンゴル、ロシアの５か国30自治体125名の会員自治体代表者、中

国・韓国・モンゴル・北朝鮮の外交関係者、駐イルクーツクロシア外交部代表が出席しました。

第１セッションでは、2015年にイルクーツク州で開催した第10回NEAR実務委員会の結果報告、事務

局の主要活動報告、分科委員会の活動報告が行われました。

第２セッションでは、新規会員加入の承認、次期議長団体の決定、分科委員会コーディネート

団体の交代、会費運営規程の制定と憲章改定について討議・議決が行われました。NEARの新規会

員として、中国・陝西省、内モンゴル自治区、山西省、安徽省の加入が満場一致で議決されまし

た。2017年から2018年までの議長団体に決定した中国・湖南省へのNEAR議長旗の伝達も行われました。

また、正常に開催されていない、エネルギー・気候変動、国境地区協力、女性・児童分科委員会

のコーディネート団体交代に係る推進結果について事務局から報告された後、中国・山西省の申請

に基づき、エネルギー・気候変動分科委員会のコーディネート団体を韓国・大邱広域市から中国・

山西省に交代することを議決しました。残りの２分科委員会のコーディネート団体交代は、2017年

第11回実務委員会に上程して推進することを決定しました。

第10回実務委員会で議論し、事務局が会員自治体の意見を取り入れて作成した会費制運営規程（

案）を議決しました。会費は全会員自治体に対して年会費1,000USドルを均等に賦課する定額制で運

営し、導入時期として2018年から会費を納付することとしました。会費の用途として、連合の発展

と会員自治体の共同目的に合致するプログラムやプロジェクトの遂行に使用することにしました。

また、総会では、連合憲章の改定についても論議されました。時代の流れに効率的に対応し、連合

の地位を向上させ、運営を活性化させるため、憲章の内容の一部を改定しました。

第一に、憲章第４条（会員の範囲）を改定するとともに、準会員制に関する規定として憲章第４

条の２を新設し、北東アジア以外のアジア地域に位置する広域自治体も連合の活動に参加できるこ

ととしました。併せて、第５条の２（準会員の権利・義務）を新設しました。

第二に、憲章第６条に規定する総会の構成員を「会員自治体の代表」から「会員自治体の首長」

と具体的に明示し、総会の最高議決機関としての機能に合致するよう改定しました。

第三に、憲章第７条（役員）を改定し、監事の選出に関する規定を整理しました。

第四に、憲章第８条に規定する現行の10の総会の機能に「会費運営規程で定める事項の承認」を

追加するとと もに、順序の再配列を行いました。また、第９条を改定し、「第８条第１号から第５

号の事項は、議決権を有する会員の過半数の出席と、出席した会員の３分の２以上の賛成により議

決する。」とすることとし、「第８条第６号から第11号の事項は、議決権を有する会員の過半数の

出席と、出席した会員の過半数の賛成により議決する。」とすることとしました。

第五に、憲章第９条の２を新設し、総会の機能のうち、総会が開催されない年度の「会員及び準

会員の入会及び除名の議決」「予算・決算及び事業計画の承認」「会費運営規程で定める事項の承

認」を実務委員会に委任して議決することができるようにしました。

第六に、連合の会費制導入の決定に基づき、憲章第15条の「会費は負担しないこととする。」との

規定を改定しました。

総会では、今後のNEARの発展と強化に向け、会員自治体間の相互協力を拡大するため、ひいては北

東アジアのグローバル地域発展のため、非常に重要で意義深い決定が行われました。

2016年はNEAR創立20周年となる年であり、イルクーツク州のフィルハーモニー国立劇場で共同宣言

文の朗読、イルクーツク州と韓国の公演団による祝賀公演等の記念行事が行われました。総会のプ

ログラムの１つとして現地視察を行い。参加者はイルクーツク州のタルチ民族博物館、バイカル湖

の遊覧船観光を体験しました。

今後、イルクーツク州は、NEARの発展と一つとなった国際社会の効率的な活動のため努力していき

ます。

ご清聴ありがとうございました。
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海洋・漁業分科委員会　業務報告

中国・山東省海洋漁業庁対外協力処長

Xue Jiuming

尊敬するNEAR事務総長、各会員自治体の代表の皆様、ご来賓の皆様、こんにちは。

NEAR会員自治体及び各界の幅広い支持と積極的な協力の下、2009年に海洋・漁業分科委員会が正式

に創設されました。中国・山東省青島市、煙台市、威海市で４回の会議を開催したNEAR海洋・漁業

分科委員会は、北東アジア地域の海洋漁業分野における交流協力を推進する上で、積極的な役割を

果たしています。この場をお借りして、ご協力いただいた皆様に心から感謝申し上げます。

北東アジア地域における海洋関連ハイテク産業発展のため、中国・山東省人民政府とNEARの共催

により、「ブルーエコノミー革新発展国際ハイレベルフォーラム」を2017年９月に山東省煙台市で

開催する予定です。煙台市は中国の沿岸地域に位置しており、対外協力が円滑に行われる都市であ

り、便利な交通と経済が発展した、中国で重要な地域の一つです。

フォーラムでは、海洋経済の発展に必要な「新技術、新商品、新応用」に関連する内容について

の研究・討論が行われる予定であり、産業革新、技術革新、管理革新、ビジネスパターンの革新な

どのために互いの経験を共有し意見を提示できる場として設けられます。フォーラムの内容をより

豊かにするため、国際的な専門家や学者、企業関係者、政府関係者の招待講演を行う予定です。ま

た、開催期間中、参加者向けの特色ある現地産業視察や協力相談を準備しています。

私達は今回の行事を通じて、各会員自治体や企業からの参加者が相互の理解と交流を一層深める

ことができると確信しています。暖かいもてなしの心を持つ山東省の人々が、会員自治体と各界の

関係者の皆様の訪問を心からお待ちしております。

エネルギー・気候変動分科委員会の開催

中国・山西省外事弁公室主任

Wu Shaozhong

昨年９月に開催された第11回総会で、山西省は正式にNEARに加入し、同時に、エネルギー・気候変動分科委

員会のコーディネート団体に選定されました。山西省人民政府を代表し、支持していただいた皆様に心から

感謝申し上げます。

１．山西省の基本現況

中国の中部に位置する山西省は、面積15.6万㎢、人口は約3,600万人です。基本現況について、３つの点から

簡単にご説明させていただきます。 第一に、「悠久の歴史を誇る地域」です。文字で記録された歴史だけで

も３千年に達します。 第二に、「観光が発達した地域」です。毎年４億人以上の観光客が訪問し、500億ド

ルを超える観光収入を記録しています。 第三に、「エネルギー資源が豊富な地域」です。既に確認されてい

る鉱物資源だけでも118種類に達し、このうち石炭層ガスなど５種類の資源は中国で１位の埋蔵量を誇ります。

２．エネルギー・気候変動分科委員会について

近年、山西省はエネルギー発展及び気候変動対応において、多くの効果的な措置を講じました。第一に、古

くなった石炭生産設備の撤去をはじめとする安定性の向上と現代的な坑道の建設に力を注いでおり、2017年

には約2,000万トン程度減産される予定です。第二に、クリーンで効率的な石炭の使用を大々的に推進してい

ます。具体的には、投資基金の設置によるクリーンエネルギーの供給拡大や、全ての発電所を対象とした汚

染物質の排出低減、石炭化学工業の発展加速化等が挙げられます。第三に、再生可能エネルギーの開発に積

極的に取り組んでいます。山西省の再生可能エネルギー設備は、2016年12月までに全体の総エネルギー生産

設備の22.9％を占めました。風力や太陽光等の設備の製造を中心とした再生可能エネルギー産業のチェーン

が形成され、1.5～６テラワット級の風力発電機設備、多結晶電池、高効率セル（PERC）、ヘテロ接合型電池

等の生産ラインの分野で顕著な成果を見せています。第四に、全力を尽くして気候変動に対応しています。

山西省は「気候変動対応方法」を正式に宣言し、６か所の温室ガス観測所を設立しました。また、22の国家

級・省級の低炭素都市・団地としてモデル地域の建設を拡大実施し、温室効果ガスの排出量を二酸化炭素基

準で年間1,365万トン削減する予定です。第五に、革新を通じた発展です。科学技術革新タウンを建設し、解

決すべき課題の提示と設立経費の出資を通じて、世界の低炭素研究機関を誘致し協力を図っていきます。現

在、山西省には、既存エネルギーの低炭素発展と新エネルギーの発展の面で巨大な市場が形成されており、

限りない協力の可能性があります。山西省は、皆様との交流・協力を心から望んでいます。私は、エネルギ

ー・気候変動分科委員会がこうした交流の良い機会になると考えています。今回のエネルギー・気候変動分

科委員会は、「エネルギー発展と気候変動」をテーマに、９月に山西省太原市で開催する予定です。期間中

は、フォーラム、ビジネスマッチング、産業視察等を通じて各地域の専門家、学者、企業関係者が集まり、情

報交流や優秀事例の共有により気候変動への対策を模索し、北東アジア地域のグリーン発展に寄与します。

３．太原フォーラムについて

続いて、「太原低炭素発展フォーラム（略称：太原フォーラム）」について皆様に紹介いたします。エネル

ギー・気候変動分科委員会の翌日に開催する予定の同フォーラムでは、世界各国の政界関係者、専門家、学

者、世界500大企業の関係者が出席し、低炭素発展の機会と課題について共に討議します。低炭素発展とエネ

ルギー・気候変動には密接な関係がありますので、分科委員会の終了後は是非「太原フォーラム」にもご参

加をお願いいたします。

最後に、改めて、山西省のエネルギー・気候変動分科委員会と太原フォーラムに皆様をご招待するととも

に、より多くの交流と協力ができることを期待します。

ご清聴ありがとうございました。
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会員自治体の発表
湖南省(議長団体)の現況 [中国・湖南省]

青年交流を通じた共同発展の推進 [中国・陝西省] ※ 資料なし

メディシティー大邱 [韓国・大邱広域市]

アジア・太平洋都市首脳会議(APCS) [韓国・大田広域市]

2017堤川国際漢方バイオ産業エキスポ [韓国・忠清北道]

ホーチミン・慶州世界文化エキスポ2017の開催 [韓国・慶尚北道]

第２回UCLG世界文化首脳会議 [韓国・済州特別自治道]

スフバートル県の現況 [モンゴル・スフバートル県]
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美しい風景をお届けします。それではご覧ください。

映像はごく一部に過ぎません。真の美しい湖南を感じるために、実際に訪れてください。湖南省

でお待ちしています。

ご清聴ありがとうございました。

湖南省(議長団体)の現況

中国・湖南省人民政府　外事弁公室

友好協会弁公室　副主任　Zeng Zhuoran

尊敬するNEAR事務総長、NEAR会員自治体の皆様、こんにちは。

私は中国・湖南省人民政府外事弁公室所属の曾卓然です。まず、実務者ワークショップの準備に

ご尽力いただいたNEAR事務局、済州道庁の関係者の方々に感謝申し上げ、湖南省を代表して発言す

る機会をいただいたことを光栄に思います。

皆様の全面的な支持の下、昨年９月のNEAR総会で、湖南省は今期の議長団体に選ばれました。私

達は、「一つの北東アジア、一つの共同体」というNEARの趣旨を踏まえ、連合憲章に基づいて議長

団体としての責任を果たします。私達は、皆様が持続的に声援を送ってくださることを願っていま

す。

この場を借りて、湖南省について簡単に紹介させていただきます。

湖南省は中国の中部に位置しており、中国で２番目に大きい淡水湖である洞庭湖の南にあること

から「湖南」とい名付けられました。湖南省の総面積は21.18万㎡、人口は7,200万人です。昨年の

地域内総生産（GRDP）は3.1245兆元で、中国内第９位でした。

湖南省は美しい自然景観をはじめ悠久の歴史と多様な文化の故郷であり、堅固な産業インフラと

地理的な利点を有しています。

湖南省は「魚米之郷（魚と米が豊富な土地）」「非鉄金属の故郷」「非金属鉱物資源の故郷」と

しても有名です。また、世界自然遺産に登録されている世界地質公園の張家界や、中国丹霞（赤い

堆積岩が織り成す地形）の博物館とも呼ばれる衡山、鳳凰古城、中国五岳の一つである衡山は、国

内外で名高い湖南省の観光名勝地です。

中華人民共和国の創始者、毛沢東の故郷として有名な湖南省は、中華文明の最も重要な発祥地の

一つであり、世界最小の米と中国最初の都市が発見されたこともあります。

湖南省は伝統的に農業に基盤を置いていますが、改革開放の時代の流れに沿って、現代工業が発

展した地域へと変わりました。全体的に産業分野が均一に分布しており、総生産額が１兆元を超え

る産業として機械、食品、石油化学、非鉄金属等の11分野があります。また、建設機械、鉄路交通

設備等の優良産業も着実に発展しています。

中国最長の２つの高速鉄道である北京－広州路線と上海－昆明路線は、湖南省長沙市で交差しま

す。湖南省は６つの空港を有しており、100以上の国内航空路線が開通しています。また、湖南省か

ら直行便で、アメリカ、ドイツ、日本、シンガポール、タイ、韓国等の国々と香港、マカオ、台湾

に行くことができます。

来たる９月、湖南省で第11回NEAR実務委員会を開催します。中国・湖南省を代表し、皆様のご訪問

を心から歓迎します。また、NEARの関連行事にも積極的にご参加ください。

実務委員会にお越しの皆様を歓迎するため、世界自然遺産である張家界で開催することとしました。

本日は、張家界の広報映像を準備しています。張家界地域で暮らす少数民族のラブストーリーと
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主要議題討議
＜議題１＞分科委員会の調整について

＜議題２＞分科委員会規程の改定について

＜議題３＞会費の用途決定について
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＜議題１＞分科委員会の調整について

□ 提案理由

○ ４年以上開催実績のない分科委員会についてコーディネート団体を交代し、又は廃止すると

ともに、新たな分野の分科委員会設置を推進することで、分科委員会活動の活性化を図るもの。

□ 推進経過

○ 2015年10月：第10回実務委員会において分科委員会の運営実態を報告、改善方案について討議。

○ 2016年１月：分科委員会の開催、コーディネート団体の地位移譲、廃止に関するコーディネート

団体の意 見調査を実施。その結果、「エネルギー・気候変動」「国境地区協

力」「女性・児童」の３分科委員会が他の会員自治体へのコーディネート引き継

ぎを希望

○ 2016年５月：上記３分科委員会の新規コーディネート団体を募集。

○ 2016年10月：第11回総会において、エネルギー・気候変動分科委員会のコーディネート団体を交

代(韓国・大邱広域市から中国・山西省に交代)。

○ 2017年１月：科学技術分科委員会が他の会員自治体へのコーディネート引き継ぎを希望。

□ 調整内容（案）

○ 女性・児童分科委員会、国境地区協力分科委員会の廃止

• 提案理由：コーディネート団体の地位引き継ぎを希望する自治体が無いため、廃止する。

○ 科学技術分科委員会のコーディネート団体交代

• 提案理由：現コーディネート団体である韓国・京畿道の意向に基づき、引き継ぎを希望する自

治体にコーディネート団体の地位を移譲する。

○ 交通・物流分科委員会の新設（事務局新規提案）

• 提案理由：北東アジア地域国家間での交通・物流分野における協力の必要性の増大

※事前意見調査を実施：2017年３月２日～３月24日（22日間）

＜議題２＞分科委員会規程の改定について

□ 提案理由

○  分科委員会の活性化と円滑な運営を目的として、一部の規定を現実に合わせて改定するもの。

□ 主な改定内容

○ 第１条（設置）

・「北東アジア地域自治体会議」を「北東アジア地域自治体連合実務委員会」に修正。

○ 第２条（分科委員会の種類及び名称）

・「鉱物資源開発・調整分科委員会」から「鉱物資源開発分科委員会」に名称変更。

○ 第４条（構成）

・分科委員会の構成主体を「担当部局の課長級の職員」から「職員」に改定。

○ 第５条（運営）

・分科委員会運営に係る連絡・調整手段に電子メールを追加

・分科委員会コーディネート団体の責務を明確化

・分科委員会運営規模基準を撤廃し、分科委員会運営活性化のためコーディネート団体の努力義務を規定。

・コーディネート団体再任規定の文言修正（韓国語のみ）。

○ 第６条（参加）※新設

・会員自治体地域の専門家、企業関係者等が分科委員会に出席できるよう、条項を新設。

※その他軽微な文言整理、語句の修正等

□ 新旧対照表

現行 改定（案）

前文
この規定は、北東アジア地域自治体連合憲章第11条４号
の規定に基づき設置する分科委員会の設置及び運営に関
する事項について定める。

前文
この規程は、北東アジア地域自治体連合憲章第10条第４
項の規定に基づき設置する分科委員会の設置及び運営に
関する事項について定める。

第１条（設置）
北東アジア地域自治体会議において提案された個別のプ
ロジェクトあるいは課題（以下「個別プロジェクト」と
いう。）について、その円滑な推進を支援するため、分
野ごとに分科委員会を置く。

第１条（設置）
北東アジア地域自治体連合実務委員会において提案され
た個別のプロジェクト又は課題（以下「個別プロジェク
ト」という。）について、その円滑な推進を支援するた
め、分野ごとに分科委員会を置く。

第２条（分科委員会の種類及び名称）
分科委員会の種類及び名称は、次のとおりとする。
1～8（略）
9．鉱物資源開発・調整分科委員会
10～14（略）

第２条（分科委員会の種類及び名称）
分科委員会の種類及び名称は、次のとおりとする。
1～8（略）
9．鉱物資源開発分科委員会
10～14（略）
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現行 改定（案）

第３条（機能）
①各分科委員会は、提案自治体が主体となって実施する
個別プロジェクトの円滑かつ効果的な推進を図るため、
自治体間の意見調整、事業計画の具体化及び実現方法等
について、検討、協議を行う。
②各分科委員会は、分科委員会参加自治体が提案した個
別プロジェクトを担当し、検討、協議した結果を実務委
員会に報告する。

第３条（機能）
①各分科委員会は、個別プロジェクトの円滑かつ効果的
な推進を図るため、自治体間の意見調整、事業計画の具
体化及び実現方法等について、検討、協議を行う。

②各分科委員会は、個別プロジェクトを担当し、検討、
協議した結果を実務委員会に報告する。

第４条（構成）
各分科委員会は、それぞれの分科委員会の担当分野に関心
を有する自治体の担当部局の課長級の職員で構成する。

第４条（構成）
各分科委員会は、それぞれの分科委員会の担当分野に関
心を有する自治体の職員で構成する。

第５条（運営）
①各分科委員会に、互選により、分科委員会の連絡、調
整、運営を行う自治体（以下「コーディネート自治体」
という。）を置く。

第５条（運営）
①各分科委員会の円滑な運営のため、連絡、調整、運営を
行う自治体（以下「コーディネート自治体」という。）を
置く。

②コーディネート自治体の任期は２年とし、再任を妨げ
ない。また、希望する場合は共同コーディネート自治体
と共同で運営することができる。

②コーディネート自治体は各分科委員会で互選により定
め、任期は２年とし、再任を妨げない。また、希望する
場合は他の自治体と共同で運営することができる。

③分科委員会の運営は、原則として通信方式（郵送、フ
ァクシミリ等）により行うものとする。

③分科委員会の運営のための連絡及び調整は、原則とし
て郵送、ファクシミリ、電子メール等の情報通信方式に
より行うものとする。

④各分科委員会は、任期内に1回以上の会議又は関連活
動をしなければならない。

④各コーディネート自治体は、任期内に1回以上分科委
員会の会議を開催し、又は関連する活動を行わなければ
ならない。

⑤分科委員会の運営時、会員自治体からの参加は5ヵ国
10自治体以上維持しなければならない。
⑥（略）

⑤コーディネート自治体は、分科委員会の運営時、最大
限多くの会員自治体が参加できるよう努力しなければな
らない。
⑥（略）

第６条（参加）
①～②（略）
（新設）

第６条（参加）
①～②（略）
③各分科委員会の効率的な推進と実質的な交流協力のた
め、コーディネート自治体は、会員自治体地域の関連する
専門家、企業関係者等を会議に出席させることができる。

第７条（費用）
分科委員会の運営に関る経費は、当該分科委員会のコー
ディネート自治体が負担する。ただし、分科委員会が会
議を開催する場合、交通費及び滞在費は、原則として、
会議参加自治体が負担するものとする。

第７条（費用）
分科委員会の運営に要する経費は、当該分科委員会のコ
ーディネート自治体が負担する。ただし、分科委員会が
会議を開催する場合、交通費及び滞在費は、原則として
会議参加自治体が負担するものとする。

第８条～第10条
（略）

第８条～第10条
（略）

□ 会員自治体からの意見

- 日本・富山県

現行 改定（案） 備考

第４条（構成）
各分科委員会は、それぞれの分科委
員会の担当分野に関心を有する自治
体の担当部局の課長級の職員で構成
する。

第４条（構成）
各分科委員会は、それぞれの分科委
員会の担当分野に関心を有する自治
体の職員で構成する。 変更の必要はない。（代理出席で十

分対応可能）

- 日本・兵庫県

現行 改定（案） 備考

第５条（運営）
①～④（略）
⑤分科委員会の運営時、会員自治体
からの参加は5ヵ国10自治体以上維持
しなければならない。

第５条（運営）
①～④（略）
⑤コーディネート自治体は、分科委
員会の運営時、最大限多くの会員自
治体が参加できるよう努力しなけれ
ばならない。

⑤について、「最大限」を削除願い
たい。
(※「最大限」の意味が不明なため）

- 日本・京都府

現行 改定（案） 備考

第６条（参加）
①～②（略）
（新設）

第６条（参加）
①～②（略）
③各分科委員会の効率的な推進と実
質的な交流協力のため、コーディネ
ート自治体は、会員自治体地域の関
連する専門家、企業関係者等を会議
に出席させることができる。

③→②の誤り
※②は既に削除されているため
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＜議題３＞会費の用途決定について

□ 提案理由

○ 2016年第11回イルクーツク州総会において会費制が導入され、NEARの恒久的な発展と会員自治体の共同

目的達成に必要な事業に使用することが議決されたことから、会費を財源とする事業の内容につい

て実務者ワークショップで協議し、2018年度事業計画に反映するもの。

□ 推進経過

○ 2014年10月：第10回全羅南道総会において、会費制導入時の運営方法等について透明かつ具体

的な案を用意し、第10回実務委員会の議案として上程することを議決。

○2015年10月：第10回イルクーツク州実務委員会において、会費運営規程（案）を提案、討議。

○2016年９月：第11回イルクーツク州総会において、会費制の導入及び会費運営規程を議決。

□ 会費制の概要

○ 年会費：１自治体あたり1,000USドル

○ 賦課方式：定額制（全会員自治体同一金額）

○ 用途：NEARの恒久的な発展と会員自治体の共同目的達成に必要な事業に使用

○ 推進日程：

2017年３月　　　　  会員自治体への意見照会

４月　　　　  実務者ワークショップにおいて討議

５月　　　　  会費運営規程で定める審議委員会の設置（審議委員の委嘱）

５～６月　    予算案の編成

７～８月　　  審議委員会開催（予算案を審議）

９月　　　　  第11回実務委員会に予算案を上程

2018年１～４月　　会費納入

１～12月 　 事業実施

７～９月　　監事の選任（総会で選出）

2019年５～９月　　会計検査（決算報告、会計検査、実務委員会で承認）

□ 協議事項

○ 会費を財源とする事業の内容について、会員自治体の意見を収集する。 

参考  

2017年度NEAR主要行事日程

参加者名簿
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2017年度NEAR主要行事日程 

□ 主要行事：実務委員会、分科委員会、実務者ワークショップ、国際フォーラム、

NO 日程 行事名 主管団体 場所 連絡先

1 3/6 ~ 9 第15回防災分科委員会
日本
兵庫県

神戸市
兵庫県防災企画課
(T)+81-78-362-9870

2 4/19 ~ 21  
2017NEAR

実務者ワークショップ
NEAR

事務局
大韓民国
済州市

NEAR事務局
(T)+82-54-223-2317

3 7/13 ~ 14 鉱物資源開発分科委員会
ロシア

マガダン州
マガダン市

マガダン州政府
(T)+7-4132-60-76-86

4 8/6 ~ 8.12
2017北東アジア

青年リーダースフォーラム
NEAR

事務局
韓国

釜山広域市
NEAR事務局

(T)+82-54-223-2315

5 8/18 ~ 8.23
第17回教育・文化交流分

科委員会
日本
島根県

松江市
島根県文化国際課
(T)+81-852-22-6493

6 8月 経済人文交流分科委員会
韓国

慶尚北道
韓国

慶尚北道

慶尚北道グローバル
通商協力課

(T)+82-54-880-2732

7 9月初
エネルギー・気候変動分

科委員会
中国
山西省

中国
山西省

山西省外事弁公室
(T)+86-351-4045621

8 9月末 第11回NEAR実務委員会
中国
湖南省

中国
湖南省

NEAR事務局
(T)+82-54-223-2320

9 9月末 2016NEAR国際フォーラム
中国 湖南省,
NEAR 事務局

中国
湖南省

NEAR事務局
(T)+82-54-223-2320

10 秋季 第13回環境分科委員会
日本
富山県

富山市
富山県環境政策課
(T)+81-76-444-8727

11 9月 海洋・漁業分科委員会
中国
山東省

中国
山東省

山東省外事弁公室
(T)+86-531-8606-1765

*会員自治体及び事務局の都合により、日程が変更となる場合があります。

*各行事への参加率向上のため、行事日程決定にあたっては、他の行事と日程が重複しないよう、ご協力をお願いいたします。

参加者名簿
□ 中国：８自治体、20名

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

1
黒竜江省

Wang Xinguo 男 外事弁公室 副処長

2 Liu Peng 男 外事弁公室 副課長

3
湖北省

Chen Lu 女 外事弁公室 主任科員

4 Xu Hongxiang 男 外事弁公室 副主任科員

5

湖南省

Zeng Zhuoran 女 外事弁公室 友好協会弁公室副 主任

6 Zhu Zhiqiang 男 外事弁公室 市場開発処副処長

7 Zhao Songyou 男 外事弁公室 副調査研究員

8
吉林省

Wang Yilong 男 外事弁公室 副処長

9 Wang Shuang 女 外事弁公室 調査研究員

10

寧夏回族
自治区

Zhang Jianhua 男 資料保管局 副局長

11 Ma Xingdong 男 外事弁公室 副処長

12 Song Jie 女 外事弁公室 副処長

13
山東省

Xue Jiuming 男 海洋漁業庁 処長

14 Han Yinghua 女 外事弁公室 主任科員

15

山西省

Wu Shaozhong 男 外事弁公室 主任

16 Hou Bingrang 男 発展改革委員会 エネルギー処処長

17 Yue Jianyao 男 外事弁公室 調査研究員

18 Li Min 女 外事弁公室 主任科員

19
陝西省

Wang Jingjing 女 人民対外友好協会 主任科員

20 Yin Lin 女 銀川市外事弁公室 科員

□ 日本：４自治体、10名

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

1
富山県

杉田 尚美(Sugita Naomi) 女 総合政策局 国際課 課長補佐

2 長谷 明子(Hase Akiko) 女 総合政策局 国際課 主任

3

兵庫県

菱田 裕史(Hishida Hirofumi) 男
産業労働部国際局 

国際交流課
主幹

4 賓惠英(Bin Hye Young) 女
産業労働部国際局 

国際交流課
国際交流員
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NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

5
鳥取県

永田 慎二(Nagata Shinji) 男
観光交流局
交流推進課

係長

6 盛山 和也(Seiyama Kazuya) 男
自治体国際化協会 
ソウル事務所

所長補佐

7

島根県

日下 純子(Kusaka Junko) 女
環境生活部
文化国際課

課長

8 中道 弘明(Nakamichi Hiroaki) 男
環境生活部
文化国際課

企画員

9 浅野 美紀(Asano Miki) 女
環境生活部
文化国際課

主任主事

10 朴慧貞(Park Hye Jung) 女
環境生活部
文化国際課

国際交流員

□ 韓国：15自治体、31名

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

1
釜山広域市

Lee Hyun Jin 男 国際協力課 主務官

2 Yun Won Jae 男 国際協力課 主務官

3
大邱広域市

Kwag Kab Yeal 男 医療ハブ造成課 医療観光チーム長

4 Son Hyo Ju 女 大邱医療観光新興院 主任研究員

5
仁川広域市

Jung Sun Young 女 国際協力担当官室 主務官

6 Kang Yun Jung 女 国際協力担当官室 主務官

7
光州広域市

Yang Bo Geun 男 国際協力担当官室 グローバル親和担当

8 Kim Mi Sook 女 国際協力担当官室 主務官

9

大田広域市

Lee Im Pyo 女 国際協力担当官 企画広報チーム長

10 Cho Han Sic 男 国際協力担当官 事務官

11 Lee Yong Jun 男 国際協力担当官 事務官

12 Koo Cha Doo 男 国際協力担当官 主務官

13
蔚山広域市

An Jong-hwa 男 通商交流課 国際交流担当

14 Tae Geum Ryoung 女 通商交流課 主務官

15 世宗特別
自治市

Jin Jeong Ok 女 政策企画官 事務官

16 Park Hi Young 女 政策企画官 主務官

17
京畿道

Lee Hyun Jung 女 外交政策課 行政主事補

18 Son So Hee 女 外交政策課 行政主事補

19 江原道 Lee Seung Eun 女 日本・欧米通商課 主務官

20
忠清北道

Kim Joon-soo 男 国際通商課 事務官

21 Kyeong Song Lim 女 国際通商課 主務官

22
忠清南道

Choi Myung Gyu 男 企業通商交流課 事務官

23 Choi Hyo Sun 女 企業通商交流課 主務官

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

24
全羅南道

Kwon Su Jin 女 国際協力官 国際交流チーム長

25 Jeong hae Oh 男 国際協力官 主務官

26
慶尚北道

Jung Jin Woo 男 グローバル通商協力課 国際協力担当

27 Kwon Jung Sim 女 グローバル通商協力課 主務官

28
慶尚南道

Hwang Suk Gee 男 国際通商課 国際協力担当

29 Park Ji Young 女 国際通商課 主務官

30 済州特別
自治道

Yang In Jeong 女 平和対外協力課 国際交流担当

31 Ko Hye Rim 女 平和対外協力課 主務官

□ モンゴル：14自治体、24名

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

1 バヤンウルギー県 DOMANERBOL 男 行政管理課 課長

2
バヤンホンゴル県

TUYA TSOGBADRAKH 男 行政管理課 国際交流担当

3 MUNKHTUR GANCHULUUN 女 知事室 プロジェクト担当

4
ゴビアルタイ県

TSAGAAN MUNKHZAYA 女 行政管理課 国際交流担当

5 TSAGAAN TSOGZOLMAA 女 自然観光課 観光担当

6 ゴビスンベル県 TOGMID TUMENBAYAR 男 スンベル郡 郡議会議長

7 ダルハンオール県 BAASAN OTGONBAT 男 県議会 議長

8
ドルノゴビ県

JADAMBAA TUVSHINBAYAR 男 行政管理課 国際交流担当

9 OYUNBILEG UURTSAIKH 男 ジャミンウードゥ郡 副郡長

10
ドルノド県

ZORIGTBAATAR SARUULZUL 女 行政管理課 国際交流担当

11 MUNKHSAIKHAN TSASCHIKHER 男 知事室 知事補佐官

12 ドンドゴビ県 MUNKHNASAN AGIIMAA 女 知事室 知事秘書

13
オルホン県

SEMJID BATJARGAL 男 県庁 副知事

14 TSEVEEN GANBAYAR 男 県庁 国際交流担当

15
ウムヌゴビ県

AVIR GANZUUZAI 女 行政管理課 課長

16 GATAV UUGANTUYA 女 行政管理課 国際交流担当

17
ウブルハンガイ県

BOLD ANKHTUYA 女 開発政策課 自然観光担当

18 OYUN GANSUKH 男 行政管理課 国際交流担当

19
スフバートル県

DULAMJAV AMARBAYASGALAN 男 知事室 知事顧問

20 ULAANKHUU NARANTUYA 女 行政管理課 国際交流担当

21
セレンゲ県

BAATARJAV BOLORZUL 女 行政管理課 課長

22 LKHAGVASUREN TUGULDUR 男 行政管理課 国際交流担当

23
中央県

TSENNYAM CHIMGEE 女 行政管理課 国際交流担当

24 ENKHTUR BUJINLKHAM 女 県庁 会計担当
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2017 NEAR実務者ワークショップ

□ ロシア：1自治体、2名

NO 会員自治体名 氏名 性別 所属 役職

1

イルクーツク州

Puzynya Galina 女
対外経済関係及び

地域協力局
局長

2 Anna Laman 女
対外経済関係及び

地域協力局
副局長

□ NEAR事務局：17名

NO 姓名(英文) 性別 所属 役職

1 朴贊佑(Park Chan Woo) 男 事務次長

2 南建（Nam Gun） 男 企画広報部 企画広報部長

3 朴志雄(Park Jj Woong) 男 企画広報部 企画総務チーム長

4 金攸昣(Kim You Jin) 女 企画広報部 行政専門委員

5 鄭恩栄(Jung En Young) 女 企画広報部 英語専門委員

6 孫一栄(Son Il Young) 男 企画広報部 企画広報専門委員

7 李源春(Lee won-choon) 女 国際協力部 国際協力部長

8 朴成敏(Park Sung Min) 男 国際協力部 国際協力1チーム長

9 李明恩(Lee Myung Eun) 女 国際協力部 日本専門委員

10 原田　典久(Harada Norihisa) 男 国際協力部 日本派遣駐在官

11
ルハム・ヒシグザルガル
(Lkham Khishigjargal)

女 国際協力部 モンゴル専門委員

12
チェウェンドルツ・バイガルマ

(Tseevendorj Baigalmaa)
女 国際協力部 モンゴル派遣駐在官

13 崔株華(Choi Ju Hwa) 女 国際協力部 国際協力2チーム長

14 李恵貞(Lee Hye-jung) 女 国際協力部 中国専門委員

15 趙辰(Zhao Chen) 女 国際協力部 中国専門委員

16 史書遥(Shi Shu Yao) 女 国際協力部 中国駐在官

17
シャイマイェル・アントニナ

(Shaimaer Antonina)
女 国際協力部 ロシア派遣駐在官
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ホテル周辺
観光地マップ

01. Yongduam Rock (Dragon Head Rock)

02. Jeju Mokgwana
(Former Jeju Government Office)

Admission Fees : KRW 1,500

03. Jeju Dongmun Traditional Market Oriental Hotel
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04. Seongsan Ilchulbong Peak
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A. 37668大韓民国 慶尙北道 浦項市 南区 芝谷路394 浦項テクノパーク3階
     37668 3F, Pohang Techno Park, #394 Jigok-ro (#601 Gigok-dong), Nam-gu, Pohang City, Gyeongsangbuk-do

T. +82-54-223-2311~20       F. +82-54-223-2307,2309       H. www.neargov.org

 CHINA             +82-54-223-2320

 JAPAN             +82-54-223-2317

 KOREA           +82-54-223-2324

 MONGOLIA   +82-54-223-2384

 RUSSIA            +82-54-223-2319


